


第六章から第九章は節と節の間に発生している「テ」に関する誤用を論じている。第六章は、

「接続機能のテ形」における不使用（「中止形」の使用）と過剰使用（「テ形」の使用）を分析

し、誤用パターンの傾向及びその発生要因を論じている。不使用より過剰使用のほうが起こり

やすい。文体上の傾向として、不使用と過剰使用を問わず硬い文章に集中しており、学習者は

文体を配慮し「テ形」を使用していないときにも校閲者は前後の繋がりから「テ形」に修正し、

一方で学習者が「テ形」を使用しているときに校閲者は前後の繋がりから「中止形」に修正し

ている。形式上の傾向として、過剰使用と不使用を問わず、読点の「、」を使用した誤用例が

多くある。過剰使用の中で「テ形＋、」が多く現れるのは学習者が読点の前後に区切りがある

という意識を持ち、その両者を繋げるために「テ形」を用いているからである。 
第七章は、「テ」と理由の接続助詞（「ノデ、カラ、タメニ」）との混用を考察し、誤用傾向

及びその発生要因を論じている。混用の誤用パターンは「＊テ→ノデ」、「＊ノデ→テ」と「＊

カラ→テ」に顕著である。「＊テ→ノデ」は、学習者が「テ」に因果関係の必然性が薄い「契

機的因果関係」を読み取ることができない、あるいは、因果関係の読みを意味の繋がりに委ね

る場合に学習者が「テ」を用いている。「＊ノデ→テ」は、学習者が「ノデ」によって自然に

感情が導き出される「必然的因果関係」も表すことができると見なしていること、「＊カラ→

テ」は学習者が日本語母語話者であれば前後文に「時間的継起性」を読み取るときにも「カラ」

を使用している。 

第八章は、「テ」と逆接の接続助詞（「ガ」）との混用を分析し、その誤用傾向及び発生要因

を論じている。「＊テ→ガ」の混用パターンには意味用法上の誤用である「前置き」、「逆接」、

「対比」と「譲歩」があるが、その過半数は「前置き」が占めている。その理由として、前置

きがないと唐突な感じを与える日本語とは異なり、中国語では前置きが無くても相手を不快に

させないという言語間の相違が考えられる。この理由により、学習者は、前件を「前置き」と

捉えず、しかも前後件の事態を個々に独立した場面と捉え、「テ」でその前後を繋げている。

「＊ガ→テ」の混用パターンには「原因・理由」、「ガの二重使用」、「継起」、「対比」があるが、

「継起」、「原因・理由」と「ガの二重使用」には「前置き」と類似点があり、「ガ」節で話題

が導入され、後件で前件の話題の続きが述べられる。その際「すみませんが」などの定型表現

に影響され、前件は話題導入部として「前置き」と見なされ「ガ」が使用され、他方、後件は

中心部と見なされ、前後件は 1つのまとまりとして捉えられている。 

第九章は、「テ」と条件の接続助詞（「ト」）との混用を分析し、その誤用傾向及び発生要因

を論じている。「＊テ→ト」の混用パターンには、「習慣」、「発現」、「きっかけ」、「仮定」と「発

見」があるが、その混用全体の 6割以上を「発見」が占める。その際、最も多いパターンは、

前後の主語が異主語、前件述語が知覚動詞、そして後件述語が認識、存在、状態を表す述語で

ある。「発見」が最も多い理由としては、学習者が異主語による前後件の 2事態を時間に沿っ

て起こる別の場面として捉え、「テ」で繋げている可能性が考えられる。「＊ト→テ」の混用の

パターンは、「因果」、「1つの場面における一連動作の描写」、「条件表現の二重使用」、「2つの

動作の連続のみ可」があるが、その際、「因果」のみが意味用法に関する誤用であり、混用全

体の半分を超える。最も多い誤用パターンは、前後件の主語がいずれも一人称で、前件に知覚

動詞、後件に感情表現が来るときである。「ト」を使用している理由は、一人称による前件の

知覚と後件の感情の発生とが同時に起きる近接継起関係として捉えられ、「発見」の「ト」が

使われている可能性がある。その際、中国語で近接継起関係を表す「就」を「ト」に対応させ

るという点が関わっている可能性がある。 

第十章は結論であり、第五章から第九章の分析に従い、動詞の「テ形」における学習者独自

の捉え方を、5点にまとめている。①動詞と動詞を繋げる際に「テ」を使用せず、複合動詞化

を起こす。②節と節を繋げる際に「テ」を過剰に使用する。その際、形式上の傾向として、読

点の「、」を使用した例が多くを占める。③前後件が「契機的因果関係」で繋がれ、後件にモ

ダリティあるいは意志的動詞が現れる場合には「テ」を使用し、前後件が「必然的因果関係」

あるいは「時間的継起関係」で繋がれる場合には「ノデ」または「カラ」を使用する。④学習

者は前置き表現に関する知識や認知度が不足している場合にはその前後を「テ」で繋げ、他方、

「前置き」の意識を持っている場合には話題導入部を前置きと見なし、「ガ」を使用してしま

う。⑤前件に知覚動詞が現れる場合である。学習者は前件の人が知覚した結果、後件に前件と



異なる人が為した認識、存在などといった発見を表す状態性述語が来る場合に「テ」を使用し、

他方、前件で自らが知覚した結果が後件で自らの心が表す感情の表出の理由となる場合に「ト」

を使用する。 

学習者が誤用を起こすのは日本語母語話者と捉え方が違うからである。「＊テ→Y」において、

学習者が「テ」を使用する根本的な理由は、「テ」は意味が多岐に渡っており、その分だけ学

習者にとって使い勝手が良く、簡単な接続方法であるという点に尽きる。他方で、学習者が「テ」

の前と後ろの事態を 1場面として捉えているのか、それとも 2場面として捉えているのかとい

った点も関わっている。学習者は前後件の事態に関連性を感じず、単に時間的な流れに沿って

展開する別々の 2 場面と見て、「テ」を用い、その 2 場面を結んでいると考えられる。他方、

「＊X→テ」は、学習者にとっては相応しい接続助詞が誤用と判断されたものであるが、前後

件の事態に関連性を感じ、その前後を 1つのまとまりとして１場面の中で捉えているため、学

習者は最も使いやすい「テ」ではなく、それ以外の接続助詞を使用していると考えられる。こ

うした場面性の違いは、学習者にとって「テ」は写真を 1枚 1枚順に眺めるように非連続なも

のを結ぶためのものであり、日本語母語話者にとって「テ」は映画を見るように連続的な繋が

りを表すためのものとなりうる。 
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